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この報告書は、県営経営畑地帯総合整備事業に伴い、平成14年度に実施した、茶薗堀遺跡、吹上遺跡、

瀬ノ上遺跡における埋蔵文化財発掘調査の報告書であります。

この調査により、縄文時代の遺構や遺物が発見され、南九州の当時の歴史を解明するうえで多大なる

成果をあげることができました。

この発掘調査で明らかにされたものは、先人が残した私たちの文化遺産であり、これらの成果を活か

すことが、我々に課せられた重大な責務と考えております。本書が町内に所在する文化財の保存に役さ

れ、また本町の学術資料として学校教育、社会教育などに幅広く活用頂ければ幸いに存じます。

尚、発掘調査を実施するにあたり、関係各者より頂いたご指導とご協力に対し、心から感謝を申し上

げます。

平成17年 3月

高岡町教育委員会

教育長 中 山 芳 教
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例 言 凡 例

1 本書は、県営畑地帯総合整備事業に伴い、2002年 度 (平成14年 度)に実施 した埋蔵文化財発掘調

査の報告である。

2 現場における測量・実測作業は、一部を (有)ジパング・サーベイに委託した。

3 石器の実測・製図は、株式会社九州文化財研究所に委託し、その他の遺物及び図面の実測。拓本・製

図 は (高岡町教育委員会)の協力を得て、藤木が行なった。

4 出土黒耀石は藁科哲男氏 (京都大学原子炉実験所)に産地同定分析を依頼し成果を第V章に掲載し

た。

5 茶薗lTB遺跡の遺跡番号は204、 吹上遺跡の遺跡呑号は205、 瀬ノ上遺跡の遺跡呑号は213で ある。出

土遺物は高岡町教育委員会に保管している。遺物の注記は、「遺跡番号一遺構呑号/包含層層位―遺物

取上番号」を基本とし、収蔵呑号は、「報告書シリーズ呑号 +報告書内遺物番号」としている。

6 本書の執筆および編集は、藤木が行なった。

7 法量の単位は、遺構は「m」 、遺物は「cm」 と「g」 である。
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第 I はじめに

第 1節 調査の経過 と組織

1 調査経過

遺跡は、宮崎県東諸県郡高岡町大字高浜に所在する。調査の契機は、まず、平成13年度に文化財の有

無についての問い合わせがあった。宮崎県中部農林振興局 (以下県振興局)と 町教育委員会とで、埋蔵

文化財の取 り扱いについての協議が行なわれた。その中で全体計画が示され、周知の遺跡にかかること

から、路線内の分布調査を実施することとなった。同年度10月 と3月 に町教育委員会が宮崎県教育委員

会文化課 (以下県文化課)立ち会いのもとで 5地区の確認・試掘調査を行ない、 3遺跡で遺跡の保存状

況が良好であることがわかった。その結果をもとに県振興局、高岡町農村整備課、県文化課、町教育委

員会とで再度協議を行ない、平成14年度に、茶薗堀、吹上、瀬ノ上各遺跡の調査を行なうこととなった。

圭早

2 調査組織

調査主体 高岡町教育委員会

調査

2002年度 (平成14年度)

教 育 長   中山 芳教

社会教育課長  小岩崎 正

文化財係長   島田 正浩

主   事   廣田 晶子

嘱   託   松本安紀彦

嘱   託   伊藤 栄二

また、調査を実施するにあたり、地権者の方をはじめ関係各位のご理解 とご協力を頂いた。また、

発掘調査から整理報告に至るまで、秋成雅博 (清武町教育委員会)、 藤木聡 (宮崎県埋蔵文化財センタ

ー)各氏のご指導・ご助言を得ている。記して深謝の意を表したい。 (順不同、敬称略)

第 2節 遺跡の立地 と周辺の環境

1 地形的環境

高岡町は山林が70%以上を占める。町中央を蛇行しながら大淀川が東流し、それによって形成された

河岸段丘から、その東側に広がる宮崎平野を一望できる。この大淀川に起因する自然環境が大きく人々

の生活を左右していたことはいうまでもなく、しかるに歴史的要因にも導かれていた。高岡町の地形に

ついて合原敏幸氏 (1)は 「高岡町南部の高岡山地中央部及び東部には白亜紀の四万十累層群に属する砂

岩を伴う頁岩、砂岩頁岩互層が分布しており、一部玄武岩、凝灰岩などの塩基性岩類が含まれる。内之

人重付近の砂岩頁岩互層中には塩基性岩類に伴って、厚さlm～ 2mのチャートが見られる。高岡山地

報告

2004年度 (平成 16年度)

教 育 長   中山 芳教

社会教育課長  小岩崎 正

文化財係長   島田 正浩

主   事   藤木 晶子

J
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西部には、古第三紀の四万十累群に属する砂岩を伴う頁岩、砂岩頁岩互層が分布 しており、高岡山地を

南北に横切る高岡断層によって前述の白亜紀の層に接 している。高岡町の中心部付近及び高岡山地北部

には、新第三紀の宮崎層群に属する砂岩、泥岩、砂岩泥岩互層が広い範囲で分布している。本層は四万

十累層群を傾斜不整合の覆う海成層で、貝、カニ、ウニ等の化石を含む。さらに、町中心部付近及び西

部は宮崎層群を不整合に覆い第四紀の礫、砂、及び粘土からなる段丘堆積物、主にシラスからなる姶良

噴出物、及び主に礫、砂シル トからなる沖積層がみられる。段丘堆積物、姶良火山噴出物は急傾斜 とそ

の上の広い平坦面や暖斜面から形成される台地状の地形を有 している。沖積層は、大淀川、浦之名川、

内山川、飯田川等の河川流域沿いに分布している。」 (高岡町埋蔵文化財調査報告書12集 より抜粋)と し

ている。 (1)高岡町役場職員

2 歴 史的環境

旧石器時代  遺跡の多 くは台地あるいは河岸段丘上で確認されている。町内最古の遺跡は、小山田。

高浜地区の一連の河岸段丘状で確認されている。高野原遺跡第 4地点と永迫第 1遺跡、永迫第 2遺跡

である。高野原遺跡では、 9層 (姶良Tn火山灰下位)か ら、接合資料、スクレイパーや石核など含

む石器群と、日東産黒耀石製ラウンドスクレイパー 1点からなる石器群とが出土した。永迫第 1遺跡

ではナイフ形石器製作ブロックが検出された。姶良Tn火山灰上位の遺跡は、向屋敷遺跡で礫群 (報

告原文では集石遺構)と ともにナイフ形石器やスクレイパーが出上した。高野原遺跡第 1・ 2地点で

も、層位的に不安定ながらナイフ形石器、スクレイパーといった遺物の出土がある。永迫第 1遺跡で

は剥片尖頭器が出土している。また、野尻町に近い一里山地区では、剥片尖頭器が採集されたほか、

小田元第 2遺跡で、姶良Tn火山灰直上から細石刃文化期までの 4時期の旧石器文化層が確認され、

高岡町内における旧石器時代編年作業にとっても重要な資料となった。久木野遺跡第 8地点では、ナ

イフ形石器、台形石器群が 3文化層確認された。

縄文時代  草創期資料は、茶屋原遺跡で爪形文土器が出上 したのみである。早期の発掘調査例は多

く、天ヶ城跡、宗栄司、久木野 (1区～ 4区 )、 橋山第 1、 橋上、人久保第 2、 榎原、中原、的野、

高野原、永迫第 1、 永迫第 2の各遺跡が挙げられる。土器の様相をみると、天ヶ城跡では、押型文土

器と桑ノ丸式上器が大半を占め、その両者の折哀土器も出土している。橋山第 1遺跡は、前平、吉田、

下剥峰、桑ノ丸、平棒、塞ノ神、苦浜、押型文等の各型式の上器が出土した。また、永迫第 2遺跡で

はアカホヤ火山灰下位から典状耳飾が出上 した。永迫第 1遺跡では帖地型石鏃製作ブロックが確認

された。各遺跡の遺構は、集石遺構や陥し穴状遺構が中心で掘 り込みや柱穴をもつ住居は現時点では

検出していない。前期は久木野遺跡第 1区、永迫第 2遺跡などで確認されている。中期は同じく久木

野遺跡で春日、大平、岩崎下層の各型式のものが出土している。後期は的野遺跡で阿高系・岩崎下層

式、綾式土器などが出土した。橋山第 1遺跡では阿高系の上器や疑似縄文の上器が出土した。さらに

久木野遺跡では円形竪穴住居跡とともに北久根山式が出土している。城ケ峰遺跡では市来式や北久根

山式が出上した。晩期は黒色磨研土器が学頭遺跡から出土している。

弥生時代  後期資料の調査例が多 く、前～中期の調査例は少ない。標高15m程の微高地状のところ

に位置する学頭遺跡からは、断面V字状を呈する溝状遺構や竪穴住居跡が検出された。舌状の丘陵先

ー
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第 1図 遺跡分布図

端部の位置する的野遺跡では、後期の土羨墓が検出された。

古墳時代  集落遺跡の調査は入児遺跡や高岡麓遺跡第 5地点がある。高岡麓遺跡では 2軒の竪穴住

居跡が検出され 5世紀中頃に比定されている。また、八児遺跡は側壁にカマドが付設された竪穴住居

跡 (7世紀代)な どが12軒以上検出された。両遺跡とも標高がほぼ同じで大淀川の氾濫源である低地

に位置しており、該期集落の一端をみることが出来る。次に、墳墓遺跡の調査は久木野地下式横穴墓

群がある。これまで 4基の調査がおこなわれ、人骨とともに鉄斧や玉類が出上し6世紀前半としてい

る。また、町内には3基の円墳 (県指定古墳)がある。その古墳付近で、耕作中に壷が 2点 と鉄製品

が発見されている。

古代  高岡周辺は承平年間 (931～ 938年)の和名抄によると、その当時は「穆佐郷」といわれてい

た。それより遡る時代の遺跡が最近の調査で確認されている。一つは蕨野遺跡で、大淀川北岸の丘陵

(大字花見)に位置し、 9世紀後半の上師器の椀、皿などを生産した焼成遺構が 6基以上検出された。

三生江遺跡や的野遺跡からは同時期の越州窯系青磁椀や緑釉陶器などが出上している。また、宗栄司

遺跡や二反野遺跡で土師器椀が出上している。古代の墳墓としては、八児遺跡から胡洲鏡、鈴、石鍋

等を副葬した土壊墓が検出されている。

中世  建久図田帳によると高岡は、12世紀には「島津庄穆佐院」といわれていた。その後、南北朝

期を経て、島津氏と伊東氏の対立を迎える。その中心となったのが穆佐城である。穆佐城は足利尊氏

が九州の拠点としたことからはじまる。その後、島津久豊 。忠国の居城、そして伊東氏48城のひとつ

となっていく。平成 3年には穆佐城の縄張り調査を実施し、その成果として、南九州特有の特徴をも
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つとともに機能分化のみられる山城であることがわかった。そのような中で、穆佐城周辺の大淀川沿

いにも小規模な山城が点在 し、戦国時代から近世へと移っていく。

近世  中世までは高岡の中心地は穆佐城周辺だったのに対 して江戸の時期になると天ヶ城周辺に一

変する。鹿児島藩は、天ヶ城と穆佐城の裾地に多 くの郷士を移住させ麓を形成させた。そして、綾、

倉岡とともに関外四ヶ郷として、特に高岡郷はその中心として鹿児島藩の東方の防衛の要として発展

する。高岡の地頭仮屋を中心に広がる高岡麓遺跡は、計画的な街路設計がなされ、郷士屋敷群と町屋

群に分割されている。調査はすでに12箇所以上で実施され、町屋を調査 した第 1地点では大火跡と思

われる焼土層の下から素堀の井戸や土坑を検出した。さらに、第 5地点では郷士屋敷群の一角を調査

し建物跡や陶磁器類を検出、第 8地点では武家門の下部構造を明らかにした。既刊の近世期の発掘調

査は高岡麓遺跡だけに留まっているが、道路脇などの石塔類からも当時の状況を知ることができる。

3 遺跡 の立地

茶薗堀遺跡、吹上遺跡、瀬ノ上遺跡の所在する高浜地区は、大淀川の右岸に面する低地部と、その南

側に広がるシラス台地・山林に分けることが出来る。シラス台地上では、シラスのほかにアカホヤ火山

灰などの火山性堆積物の堆積が良好で、それを使用した蜜柑栽培などが盛んに行なわれている。 3遺跡

は台地の西北端に位置し、遺跡からは、大淀川対岸の天ヶ城などを望むことが出来る。

名
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第 2図 周辺地形図 (S=1/5,000)
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第Ⅱ章 茶薗堀遺跡の調査

1 調査 の経過

茶薗堀遺跡は大字高浜1622-1に 所在する。遺跡南西に谷が入 り込んだ台地の縁辺部に位置する。

調査は、平成14年 9月 30日 に重機による表土剥ぎを開始した。表上下は、Ⅱ層暗褐色土層で弥生時代

の遺物が若干出上した (第 9。 10図 )。 さらにⅢb層の一次堆積のアカホヤ火山灰層下面まで、遺物の

有無を確認するため、 2× 4m程度の トレンチを 3箇所設定した。出土遺物がなかったため、Ⅳ層牛の

すねローム層上面まで重機で除去し、さらにⅣ層もトレンチ調査を行なったが遺物は確認されず、V層

暗褐色土層上面まで重機で掘削した。V層 を掘削中、調査区北側で焼礫が多 く出土し2箇所の集中箇所

が確認された (第 8図 )。 この焼礫検出面にて全体写真及び測量、空中写真撮影を行なった。この後、

Ⅵ層小林軽石混黄褐色土層上面まで トレンチ掘 りをした結果、北側 トレンチにて遺構 らしき黒色のシミ

を確認した。調査区北半部を小林軽石上面まで入力掘削し、遺構を検出した。土坑14基発見。遺構の実

測 (業者に委託)及び写真撮影を行ない、10月 18日 、埋め戻 し及び機材の撤収を行ないすべての調査を

終了した。遺物の取 り上げと調査区の測量は、測量システムによった。

実調査日数は13日 、調査平面積は251m2、 総面積は470m2でぁる。

71m

Ⅱ
左

V

11号土坑

土坑
題⊆》

2号土坑

③

1号土坑

S=1/200

0                   10m

第 3図 茶薗堀遺跡周辺地形図及び遺構配置図

I 表土
Ⅱ 暗褐色土眉
Ш アカホヤ火山

灰二次堆積層
Ⅳ 牛のすねロー

ム眉
V 暗掲色土層
Ⅵ 小林軽石混黄

褐色土層
Ⅶ にぶい黄褐色

粘質土層
Ⅷ シラス

生
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第 5図
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6号土坑

12号土坑

第 6図 遺構実測図 2(S=1/30)

坑5号土

7号土坑

10m

暮
鰐
丁
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10号土坑 14号土坑

0         1m

13号土坑

第 7図 遺構実測図3(S=1/30)

2 検出遺構

Ⅵ層上面において14基の土坑が確認された。以下の 3タ イプに分類される。

① 平面形状が楕円形を呈するもの。 (10。 14号土坑)

② 平面形状は楕円形を呈し、土坑の一端にピットを有するもの。(1・ 3・ 4・ 5。 6。 7・ 8・ 13号土坑)

③ 平面形状は楕円形のほか、円形や隅丸方形を呈し、底面端に複数のピットを有するもの。 (2・

9。 11・ 12号土坑)

いずれの上坑も掘り込み面から床面までの残深は、0.3～ 0,6mで、床面からは60～ 85° の角度で立ち

上がる。土坑の深さや立ち上がり形状にタイプによる偏りはない。また、平面形状は、床面ピットの多

いものほど多岐にわたり、面積も大きくなる。12号土坑は床面ピットを掘る段階に床面が拡張された可

能性が見て取れる。このことから①～③の形状の差は、用途の差ではなく、一連の目的で掘られた土坑

で、その進捗状況の差である可能性が考えられる。

3 出土遺物

出土遺物は、V層で礫の集中区が見られた。構成礫は1702点 出土し、小礫が多く50g以下のものが

660/Oを 占める。 1点を除きすべてが破砕礫で、ほとんどの礫に赤化が認められた。

Ⅱ層からは、弥生土器片数10点 と、石器が出土した。 1, 2は壺である。 1の肩部内面に剥離が確認

される。 3は打製石鏃、 4は磨製石鏃である。

ω
Φ

・Φ
ヨ

Ｅ
Ｏ
．０
０一

一
Ｏ
Ｏ

・０
ヨ

14号土坑

土坑の位置関係
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キ理
.25m

X=-116400
Y=28060

V層礫出土状況

I層弥生土器出土状況

X=-116430
Y=28060

X=-116430
Y=28060

S=1/300     
※ 卜_ン部は撹乱坑

土器

石器

礫

第 8図 茶薗堀遺跡V層出土遺物分布図
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第 9図 茶薗堀遺跡 I層 出土遺物分布図



く2

0       5cm

第10図 茶薗堀遺跡Ⅱ層出土遺物実測図

表 1 茶薗堀遺跡出土遺物観察表

土器観察表

穐O n3
◇

0      2.5cm

導警
挿図 層位 器種

文様・調整
色調 胎土

外面 内面

10 Ⅱ 壷  警寡
向のハケロ ナデ

外
内

橙色 (7.5YR 7/6)
にぶい橙色 (7.5YR 7/4)

微糸田～lmm大の透明粒
微細～1.5mm大 の褐色、黒色粒
0.5～15mm大の白色、灰色粒

10 Ⅱ 壼 横方向のナデ 横方向のナデ 闊鵡割鰐郷僻:熱霊蔑静
外
内

石器観察表

点
号

測
番

図
号

挿
番

物
号

遺
番 層位 遺物名 石材 最大長 最大幅 最大厚  重量 備 考

打製石鏃   姫島産黒耀石 1.7

磨製石鏃 頁岩
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第Ⅲ章 吹上遺跡

1 調査 の経過

吹上遺跡は大字高浜944-1に所在する。平成15年 2月 25日 、調査区内の樹木 (ハゼ)の伐根を行なう

予定であったが、予想以上に根が張っているため、そのまま残 して調査を開始した。表土剥ぎはⅣ層上

面まで重機で除去した。Ⅳ層を70%の範囲で掘削し、上位で縄文時代早期の土器・石器・礫が出土 した。

調査区南東側の礫が多出した部分のみさらに掘削を行ない、Ⅳ層下位で集石遺構 1基を検出した。さら

に 2箇所の トレンチで、シラスを確認し調査を終了した。実調査日数 6日 、調査総面積は143m2で ぁる。

ー
Ⅵ

… ‐
―

⊂ 璽 rf=

 ヽ ~Ⅷ

第12図 土層桂状図

I 表土
Ⅱaアカホヤ火山灰二

次堆積層
Ⅱbアカホヤ火山灰層
Ⅲ 牛のすねローム層
Ⅳ 褐色土層
Va小林軽石混褐灰色

土層
Vb小林軽石混明黄褐

色土層
Ⅵ 粘質土層
Ⅶ 姶良Tn火山灰層
Ⅷ シラス・

姶良Tn火山灰

X

70.75m

2 検出遺構

集石遺構は長軸1.3× 短軸1.0コ

掘り込みのないタイプである。

第11図 吹上遺跡周辺地形図及びV層遺物分布図

断面に赤化が認められた。中央を攪     ∇

706m
ⅢⅢ

ザ
`◆

´‐  0     0.5m

―第13図 遺構実測図 (S=1/30)

心

e

昌   1号

集石

70.5m

・ 土器

△石器

・礫

O集石遺構

S==1/300

の礫で構成され、すべてが破砕礫で   
も  [猷   ⇔∂

Ⅳ層出土状況

号集石

乱によって破壊 されている。
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第14図 吹上遺跡V層 出土遺物実測図
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表 2 吹上遺跡出土遺物観察表

土器観察表

導留
挿図 層位 器種

文様 。調整
色調 胎土

外面 内面

5  14 -括 深鉢
外
内

文
デ
痕

ナ
条

の
の

口
同
文

方
芳
突

横
縦
刺

横方向のナデ
橙色 (75YR 7/6)
橙色 (75YR 7/6)

微細～05mm大の黒色、透明粒
微細～ lmm大の白色粒

6 14 Ⅳa深 鉢 横方向のナデ文痕
文
条

痕
の

空
同

殻
方
損

貝
縦
欠

外
内

浅黄色 (2.5YR 7/3)
浅黄色 (2.5YR 7/3)

綾 鋼 空認 大 の 褐 色 粒
微細～ lmm大 の黒色、透明粒

7  14 Ⅳa深鉢 縦方向の条痕文  縦方向のナデ
外
内

にぶい黄橙色 (10YR 7/4)

にぶい責橙色 (10YR 7/4)

微細な白色粒
微細～0.5mm大の黒色、透明粒

石器観察表

石材 最大長 最大幅 最大厚  重量 備考遺物名曇警  暮雪  層位  撃辱
14 Ⅳ b 打製石鏃   桑ノ木津留産黒耀石  20
14 Ⅳ a 鋸歯状石器 頁岩

10 14 Ⅳ a 石核 桑ノ木津留産黒耀石  2.0
11 14 Ⅳ a 剥片 砂 岩 254 12と 接合

12 14 剥片Ⅳ a 砂岩 71.5  11と 接合

3 出土遺物

5。 6は円筒形貝殻文土器である。 7は条痕文土器。

表裏面にかけて lmm以下の切り込みが数条確認される。

9は鋸歯状石器。全体に擦痕が有 り、側面から

接合資料は12→ 11の順に剥離される。

基8



第Ⅳ章 瀬ノ上遺跡

1 調査 の経過

瀬ノ上遺跡は大字高浜1651-1に 所在する。平成14年 11月 6日 に

遺跡周辺の伐採を開始 した。その後、 Ⅱ層・Ⅲ層を約50%の範囲掘

削し、遺物の出土がなかったため残 りを重機で除去した。Ⅳ層褐色

土は 9箇所の トレンチにて掘削したところ、遺物 3点 と諜が出土し

た。遺物、土層、調査区枠の測量及び写真撮影を行ない、20日 にす

べての調査を終了した。

実調査日数 8日 、調査平面積は135m2、 総面積は135m2で ぁる。

64m

62m __池 ___

等高線はⅣ層
匡コ内はV層
掘削

I 表土
Ⅱ アカホヤ

火山灰二

次堆積層
Ⅲ 牛のすね

ローム層
Ⅳ 褐色土層
Va小林軽石

混褐灰色
土層

Vb小林軽石
混明黄掲
色上層

Ⅵ 粘質土層

第16図 土層柱状図

/

土層断面

2 出土遺物

13は 、流紋岩系石材の二

次加工剥片である。左側面

に裏面からの二次加工が施

され、右側面に表面 と裏面

からの二次加工が施される。

重量62.Og。

→     0     5cm

―第17図 瀬ノ上遺跡V層出土遺物実測図
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第15図 瀬ノ上遺跡周辺地形図及びⅣ眉遺物分布図
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第V章 自然科学分析

第 1節 吹上遺跡出土の黒耀石製遺物の原材産地分析

真科 哲男

(京都大学原子炉実験所)

1 1ま じめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易お

よび文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光X線分析法によリサヌカイトおよび黒耀石遺物の石材産

地推定を行なっている二2,3)。 石材移動を証明するには必要条件と十分条件を満たす必要がある。地質

時代に自然の力で移動した岩石の出発露頭を元素分析で求めるとき、移動原石と露頭原石の組成が一致

すれば必要条件を満たし、その露頭からの流れたルートを地形学などで証明できれば、他の露頭から原

石が流れて来ないことが証明されて、十分条件を満たし、ただ―力所の一致する露頭産地の調査のみで

移動原石の産地が特定できる。遺物の産地分析では『石器とある産地の原石の成分が一致したからと言

って、そこの産地のものと言い切れないことは、他の産地にも一致する可能性が推測されるからで、し

かし一致しなかった場合そこの産地のものでないと言い切れる。』が大原則である。考古学では、人工

品の様式が一致すると言う結果が非常に重要な意味があり、見える様式としての形態、文様、見えない

様式として土器、青銅器、ガラスなどの人手が加わった調合素材があリー致すると言うことは古代人が

意識 して一致させた可能性があり、一致すると言うことは、古代人の思考が一致すると考えてもよく、

相互関係を調査する重要な意味をもつ結果である。石器の様式による分類ではなく、自然の法則で決定

した石材の元素組成を指標にした分類では、例えば石材産地が追跡から近い、移動キャンプ地のルー ト

上に位置する、産地地方との交流を示す土器が出上しているなどを十分条件の代用にすると産地分析は

中途半端な結果となり、遠距離伝播 した石材を近 くの産地と誤判定する可能性がある。人が移動させた

石器の元素組成とA産地原石の組成が一致し、必要条件を満足 しても、原材産地と出土遺跡の間に地質

的関連性がないため、十分条件の移動ルー トを自然の法則に従って地形学で証明できず、その石器原材

がA産地の原石と決定することができない。従って、石器原材と産地原石が一致したことが、直ちに考

古学の資料とならない、確かにA産地との交流で伝播した可能性は否定できなくなったが、 B、 C、 D

の産地でないとの証拠がないために、A産地だと言い切れない。B産地と一致しなかった場合、結果は

考古学の資料 として非常に有用である。それは石器に関してはB産地と交流がなかったと言い切れる。

ここで、十分条件として、可能なかぎり地球上の全ての原産地 (A、 B、 C、 D・ ・・・)の原石群と

比較して、A産地以外の産地とは一致しないことを十分条件として証明すれば、石器がA産地の原石と

決定することができる。この十分条件を肉眼観察で求めることは分類基準が混乱し不可能であると思わ

れる。また、自然科学的分析を用いても、全ての産地が区別できるかは、それぞれが使用している産地

分析法によって、それぞれ異なり実際に行ってみなければ分からない。産地升紙 の結果の信頼性は何ヶ

所の原材産地の原石と客観的に比較して得 られたかにより、比較した産地が少なければ、信頼性の低い

結果と言える。黒耀石、サヌカイトなどの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられないが、不純

―-20-一



物として含有される微量成分組成には異同があると考えられるため、微量成分を中心に元素分析を行な

い、これを産地を特定する指標 とした。分類の指標とする元素組成を遺物について求め、あらかじめ、

各原産地ごとに数十個の原石を分析 して求めておいた各原石群の元素組成の平均値、分散などと遺物の

それを対比して、各平均値からの離れ具合 (マハラノビスの距離)を求める。次に、古代人が採取 した

原石産出地点と現代人が分析のために採取 した原石産出地と異なる地点の可能性は十分に考えられる。

従って、分析した有限個の原石から産地全体の無限の個数の平均値と分散を推測して判定を行うホテリ

ングのT2乗検定を行う。この検定を全ての産地について行い、ある原石遺物原材と同じ成分組成の原

石はA産地では10個中に一個みられ、B産地では一万個中に一個、 C産地では百万個中に一個、D産地

では・・・ 。一個と各産地毎に求められるような、客観的な検定結果からA産地の原石を使用 した可能

性が高いと同定する。即ち多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確率を求めて産地を同定す

る。今回分析した遺物は宮崎県東諸県郡高岡町に位置する吹上遺跡出上の黒耀石製遺物 3個について産

地分析の結果が得られたので報告する。

2 黒耀石原石 の分析

黒耀石、サヌカイ ト両原石の自然面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作 り、エネルギー分散

型蛍光X分析装置によって元素分析を行なう。分析元素はAl、 Si、 K、 Ca、 Ti、 Mn、 Fe、 Rb、 Sr、 Y、

Zr、 Nbの 12元素をそれぞれ分析 した。

塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取 り、それでもって産地を特定

する指標とした。

黒耀石原石

黒耀石は、Ca/K、 Ti/K、 Mn/Zr、 Fe/Zr、 Rb/Zr、 Sr/Zr、 Y/Zr、 Nb/Zrの 比量を産地を区別する

指標としてそれぞれ用いる。黒耀石の原産地は北海道、東北、北陸、東関東、中信高原、伊豆箱根、伊

豆七島の神津島、山陰、九州、の各地に分布する。調査を終えた原産地を図18に示す。黒耀石原産地の

ほとんどすべてがつ くされ、元素組成によってこれら原石を分類 して表 3‐ 1, 2に示す。この原石群

に原石産地が不明の遺物で作った遺物群を加えると263個 の原石群になる。佐賀県の腰岳地域および大

分県の姫島地域の観音崎、両瀬の両地区は黒耀石の有名な原産地で、姫島地域ではガラス質安山岩もみ

られ、これについても分析を行なった。隠岐島、壱岐島、青森県、和田峠の一部の黒耀石には、Srの含

有量が非常に少なく、この特徴が産地分析を行う際に他の原産地と区別する、有用な指標となっている。

九州西北地域の原産地で採取された原石は、相互に組成が似た原石がみられる (表 4)。 西北九州地域

で似た組成を示す黒耀石の原石群は、腰岳、古里第一、松浦第一の各群 (腰岳系と仮称する)お よび淀

姫、中町第二、古里第三、松浦第四の各群 (淀姫系と仮称する)な どである。淀姫産原石の中で中町第

一群に一致する原石は12%個で、一部は淀姫群に重なるが中町第一群に一致する遺物は中町系と分類し

た。また、古里第二群原石と肉眼的および成分的に似た原石は嬉野町椎葉川露頭で多量に採取でき、こ

の原石は姫島産乳灰色黒耀石と同色調をしているが、組成によって姫島産の黒耀石と容易に区別できる。

もし似た組成の原石で遺物が作 られたとき、この遺物は複数の原産地に帰属され原石産地を特定できな

い場合がある。たとえ遺物の原石産地がこれら腰岳系、淀姫系の原石群の中の一群および古里第二群の
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みに帰属されても、この遺物の原石産地は腰岳系、淀姫系および古里第二群の原石を産出する複数の地

点を考えなければならない。角礫の黒耀石の原産地は腰岳および淀姫で、円礫は松浦 (牟 田、大石 )、

中町、古里 (第二群は角礫)の各産地で産出していることから、似た組成の原石産地の区別は遺物の自

然面から円礫か角礫かを判断すれば原石産地の判定に有用な情報となる。旧石器の遺物の組成に一致す

る原石を産出する川棚町大崎産地から北方 4kmに位置する松岳産地があるが、現在、露頭からは 8

mm程度の小礫 しか採取できない。また、佐賀県多久のサヌカイト原産地からは黒耀石の原石も採取さ

れ梅野群を作った。九州中部地域の塚瀬と小国の原産地は隣接 し、黒耀石の生成マグマは同質と推測さ

れ両産地は区別できない。また、熊本県の南関、轟、冠ケ岳の各産地の原石はローム化した阿蘇の火砕

流の層の中に含まれる最大で親指大の黒耀石で、非常に広範囲な地域から採取される原石で、福岡県八

女市の昭和溜池からも同質の黒耀石が採取され昭和池群を作った。従って南関等の産地に同定された遺

物の原材産地を局所的に特定できない。桑ノ木津留原産地の原石は元素組成によって 2個の群に区別す

ることができる。桑の木津留第 1群は道路切 り通し面の露頭から採取できるが、桑ノ木津留第 2群は転

礫として採取でき、これら両者を肉眼的に区別はできない。また、間根ヶ平原産地では肉眼観察で淀姫

黒燿石のような黒灰色不透明な黒耀石から桑ノ木津留に似た原石が採取され、これらについても原石群

を確立し聞根ヶ平産黒耀石を使用 した遺物の産地分析を可能にした。遺物の産地分析によって桑ノ木津

留第 1群 と第 2群の使用頻度を遺跡毎に調査 して比較することにより、遺跡相互で同じ比率であれば遺

跡間の交易、交流が推測できるであろう。石炭様の黒耀石は大分県萩台地、熊本県滝室坂、箱石峠、長

谷峠、五ヶ瀬川の各産地および大柿産、鹿児島県の樋脇町上牛鼻産および平木場産の黒耀石は似ていて、

▲ガラス鷲安山岩

0黒耀石

0  50Km

西北九州地域      鹿児島県  ◇ /
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第18図 黒耀石原産地

ti:発

―-22-―



肉眼観察ではそれぞれ区別が困難であるが、大半は元素組成で区別ができるが、上牛鼻、平木場産の両

原石については各元素比が似ているため区別はできない。これは両黒耀石を作ったマグマは同じで地下

深 くにあり、このマグマが地殻の割れ目を通って上牛鼻および平木場地区に吹きだしたときには、両者

の原石の組成は似ると推定できる。従って、産地分析で上牛鼻群または平木場群のどちらかに同定され

ても、遺物の原石産地は上牛鼻系として上牛鼻または平木場地区を考える必要がある。出水産原石組成

と同じ原石は日東、五女木の各原産地から産出していてこれらは相互に区別できず日東系とした。竜ケ

水産原石は桜島の対岸の竜ケ水地区の海岸および海岸の段丘面から採取される原石で元素組成で他の産

地の黒耀石と容易に弁別できる。

3 結果 と考察

遺跡から出土した黒耀石製石器、石片は風化に対して安定で、表面に薄い水和層が形成されているに

すぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であると考えられる。黒耀石製の石

器で、水和層の影響を考慮するとすれば、軽い元素の分析ほど表面分析になるため、水和層の影響を受

けやすいと考えられる。Ca/K、 Ti/Kの 両軽元素比量を除いて産地分析を行なった場合、また除かずに

産地分析を行った場合、いずれの場合にも同定される産地は同じである。他の元素比量についても風化

の影響を完全に否定することができないので、得られた確率の数値にはや 不ゝ確実さを伴うが、遺物の

石材産地の判定を誤るようなことはない。

今回分析 した吹上遺跡出上の黒耀石製遺物の分析結果を表 5に示 した。石器の分析結果から石材産地

を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を簡単にするためRr/Zrの 一

変量だけを考えると、表 5の試料番号94381番 の遺物ではRr/Zrの値は1.086で、柔ノ木津留第1群の [平

均値]± [標準偏差値]は、1.080± 0.048である。遺物と原石群の差を標準偏差値 (σ )を基準にして

考えると遺物は原石群から0.13σ 離れている。ところで桑ノ木津留第1群の原産地から100ヶ の原石

を採ってきて分析すると、平均値から±0.13σ のずれより大きいものが89個 ある。すなわち、この遺物

が、桑ノ木津留第1群の原石から作 られていたと仮定 しても、0.13σ 以上離れる確率は89%で あると言

える。だから、桑ノ木津留第1群の平均値から0.13σ しか離れていないときには、この遺物が桑ノ木津

留第1群 の原石から作 られたものでないとは、到底言い切れない。ところがこの遺物を腰岳群に比較す

ると、腰岳群の平均値からの隔たりは、約6σ である。これを確率の言葉で表現すると、腰岳の産地の

原石を採ってきて分析 したとき、平均値から6σ 以上離れている確率は、百万分の一であると言える。

このように、百万個に一個 しかないような原石をたまたま採取して、この遺物が作 られたとは考えられ

ないから、この遺物は、腰岳産の原石から作 られたものではないと断定できる。これらのことを簡単に

まとめて言うと、「この遺物は桑ノ木津留第1群 に89%の確率で帰属され、信頼限界の0.1%を 満たして

いることから桑ノ木津留第1群原石が使用されていると同定され、さらに腰岳群に0.00001%の低い確率

で帰属され、信頼限界の0。1%に満たないことから腰岳産原石でないと同定される」。しかし、例え桑ノ

木津留第1群 と腰岳群の原石は成分が異なっていて遺物が一ヶ所の産地 (桑ノ木津留第1群産地)と 一致

したからと言っても、分析している試料は原石でなく遺物で、さらに分析誤差が大きくなる不定形 (非

破壊分析)であることから、他の産地に一致しないとは言いきれない。同種岩石の中での分類である以
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上、他の産地にも一致する可能性は推測される。即ちある産地 (桑 ノ木津留第1群)に一致し必要条件

を満たしたと言っても一致した産地の原石 とは限らないために、帰属確率による判断を表 3の 263個す

べての原石群について行ない、十分条件である低い確率で帰属された原石群を消 していくことにより、

はじめて桑ノ木津留第1群産地の石材のみが使用されていると判定される。実際はRr/Zrと いった唯 1

つの変量だけでなく、前述した 8つの変量で取り扱うので変量間の相関を考慮しなければならならい。

例えばA原産地のA群で、Ca元素とSr元素との間に相関があり、Caの量を計ればSrの 量は分析しなく

ても分かるようなときは、A群の石材で作られた遺物であれば、A群 と比較したとき、Ca量が一致す

れば当然 Sr量 も一致するはずである。もしSr量だけが少しずれている場合には、この試料はA群に属

していないと言わなければならない①このことを数量的に導き出せるようにしたのが相関を考慮した多

変量統計の手法であるマハラノビスの距離を求めて行なうホテリングのT2乗検定である。これによっ

て、それぞれの群に帰属する確率を求めて、産地を同定する4,5。 産地の同定結果は 1個の遺物に対し

て、黒耀石製では263個の推定確率結果が得られている。今回産地分析を行った遺物の産地推定結果に

ついては低い確率で帰属された原産地の推定確率は紙面の都合上記入を省略しているが、本枡究ではこ

れら産地の可能性が非常に低いことを確認したという非常に重要な意味を含んでいる、すなわち、桑ノ

木津留第1群産原石と判定された遺物について、台湾の台東山LFR産原石、北朝鮮の会寧遺跡で使用され

た原石と同じ組成の原石とか、信州和田峠、霧ケ峰産の原石の可能性を考える必要がない結果で、高い

確率で同定された産地のみの結果を表 6に記入した。原石群を作った原石試料は直径 3cm以上である

が、小さな遺物試料によって原石試料と同じ測定精度で元素含有量を求めるには、測定時間を長 くしな

ければならない。また、検出された元素であっても、含有量の少ない元素では、得られた遺物の測定値

には大きな誤差範囲が含まれ、原石群の元素組成のバラツキの範囲を越て大きくなる。したがって、小

さな遺物の産地推定を行なったときに、判定の信頼限界 としている0.1%に 達しない確率を示す場合が

比較的多 くみられる。この場合には、原石産地 (確率)の欄の確率値に替えて、マハラノビスの距離D

2乗の値を記した。この遺物については、記入されたD2乗の値が原石群の中で最も小さなD2乗値で、

この値が小さい程、遺物の元素組成はその原石群の組成と似ているといえるため、推定確率は低いが、

そこの原石産地と考えてほ 間ゞ違いないと判断されたものである。今回、分析 した吹上遺跡出上の黒耀

石製遺物の中で、分析番号94378番 と94379番 の遺物は、接合試料で、94379番 の遺物は小さいためか推

定確率が低いが、両遺物ともに桑ノ木津留第1群 に同定された。分析番号94380番遺物は桑ノ木津留第 2

群 (79%)と 同時に内屋敷UT遺物群 (3%)に同定された。この遺物について、桑ノ木津留第2群 に

高確率で同定され、他の遺物に桑ノ木津留第 1群に同定された遺物が多いことから、分析番号94380呑

の遺物を桑ノ木津留第 2群 と判定した。しかし、遺物の分析個数が少ないことと、縄文時代早期は不明

であるが、現在の桑ノ木津留産地から産出する桑ノ木津留第 2群の量が非常に少なく、大きさも小さい

などの理由で、内屋敷UT遺物群の可能性 も完全に否定できない。桑ノ木津留の黒耀石は斑晶が少なく

良質な黒耀石で、吹上遺跡の先史人が桑ノ木津留産の黒耀石を選択的に使用 したと推測しても産地分析

の結果と矛盾 しない。
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注 :同定確率を 1%以上に設定した。古里陸地で採取された原石 1個 (No6)判定例 =古里第 1群 (62%),松 浦第 1群

(37%),松浦第 2群 (23%),腰岳 (21%)が 1%以上で同定され残 りの263個 の原石群に対 しては 1%以下の同定確

率であった。古里陸地 (66個)の腰岳群37%は 66個の中の37%個 は腰岳群に 1%以上の同定確率で帰属される。

表 5 吹上遺跡出土黒耀石製石器、剥片の元素比分析結果

析
号

分
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死
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94378     0211     0100

94379     0230     0.099

94380     0.273     0.097

94381     0.211     0.096

」G-1   0.792   0202

0.062     1391

0.079     1647

0.067     1,740

0.069     1.497

0.070     3686

1002     0.376     0243     0057     0.019     0.294

1.165     0,453     0290     0.047     0.018     0.295

1238     0.744     0.197     0.085     0.021     0301

1086     0.430     0.269     0072     0.020     0314

0974     1.241     0262     0101     0.024     0.313

」G-1:標準試料―Ando,A"Kurasawa,H"Ohmori,T.&Takeda,E1974 compilaion of data on the GJS geoChemical
refere■ ce samples JG-l granodiorite and JB-l basalt Geochelnical Journal,vol,8175-192(1974)

表 6 吹上遺跡出上の黒耀石製遺物の原材産地推定結果

料
号

試
番

析
号

分
番 時代   遺物番号  器 種 ホテリングT2検定結果 判定結果 備考

縄文時代早期  205-16 石鏃片  桑ノ木津留第 1群 (70%) 桑ノ木津留  94379と 接合

縄文口寺代早期  205-16 剥片 桑ノ木津留第 1群 (05%) 桑ノ木津留  94378と 接合

縄文時代早期  205-20 剥片 桑ノ木津留第 2群 (79%)、

内屋敷UT遺物群 (3%)

桑ノ木津留

94381 縄文時代早期  205-39 石鏃 桑ノ木津留第 1群 (99%) 桑ノ木津留

注意 :近年産地分析を行う所が多くなりましたが、判定根拠が曖味にも関わらず結果のみを報告される場合があります。
本報告では日本における各遺跡の産地分析の判定基準を一定にして、産地分析を行っていますが、判定基準の異
なる研究方法 (土器様式の基準も研究方法で異なるように)に も関わらず、似た産地名のために同じ結果のよう
に思われるが、全く関係 (相互チェックなし)あ りません。本研究結果に連続させるには本研究法で再分析が必

要です。本報告の分析結果を考古学資料とする場合には常に同じ基準で判定されている結果で古代交流圏などを

考察をする必要があります。
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表 3-1 各黒耀石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値

原産地原石群名
析

数

分

個 Ca/K Ti/K hln/Zr     Fe/Zr Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr Nb/Zr A1/K

回撻し、
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析

数

分

個

一死
原産地原石群名

Rb/ZrMn/2r     Fe/Zr Sr/Zr     Y/Zr

表 3-2 黒耀石製遺物群の元素比の平均値と標準偏差値

原産地原石群名
析

数

分

個 Ca/K Ti/K Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr    Nb/Zr

古崎蜻t    も子守吏醤み杵     オ: 壮あ子こЬ:前とよΥ3ケ 三Ь∬6と ともヽど三よもTむ Yをどき三よ:Ьえとき(Σ 三ときg8ょ亨とき三と8郵 浄ゞ亀三8ぢΣ芋よもと雰三よ8Bき と占ち露三8u争 とき38三 よBF互

4蝶韓議蓬羅韓蘊韮睡壌罐睦嚢睦鍵静羹蓮睦螂睦鱒

霧鰯鶴卵鞠郎臨離辮議覇脚磯鋼慧騒期壽舞鶏諄絲踏:'
a):Ando A KurasaWa■  OhmoliT【 Takeda E (1971)1074 cOmpnation Of data On the C」 s geochenical rererence samples JG■ granodioite and JBユ basah CcochemicalJOurnal Vo1 8 175-192
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